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宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会
第
二
十
九
期
会
長
就
任
に

際
し
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、四
月
の
定
例
総
会
に
お
い
て
宮
城
県
曹

洞
宗
青
年
会
第
二
十
九
期
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た

第
四
教
区 

岩
沼
市
高
林
寺
住
職
牧
野
隆
信
と
申
し

ま
す
。誠
心
誠
意
、覚
悟
を
も
っ
て
大
任
を
果
た
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、も
と
よ
り
非
才
不
徳

の
身
で
あ
り
ま
す
。皆
様
方
よ
り
ご
教
導
を
賜
り
な

が
ら
務
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
何
卒
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
昭
和
四
十
四
年
に
県
内
諸
老
師
が
結
集
さ
れ
宮
城

県
曹
洞
宗
青
年
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。会
の
目
的
を

「
会
員
相
互
の
研
修
と
親
睦
」「
布
教
教
化
活
動
の
推

進
」と
定
め
、取
り
巻
く
環
境
が
絶
え
ず
変
化
し
て
い

く
中
に
あ
っ
て
も
、互
い
に
手
を
取
り
、研
鑽
を
重
ね

な
が
ら
、そ
の
時
代
に
合
わ
せ
た
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
約
六
十
年
に
も
及
ぶ
歴
史
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
偉
業
を
尊
崇
す
る
念
を
持
つ
と
と
も
に
改
め
て

宮
曹
青
会
長
と
い
う
責
任
の
重
さ
を
感
じ
誠
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

［
今
期
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
運
営
方
針
］

　
私
は
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

　
『 

随
縁
～
和
合
の
み
教
え
の
も
と
～ 

』を
掲
げ
、尽

力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
随
縁
と
は
、縁
起
の
法
に
あ
る
が
ま
ま
に
身
を
ゆ

だ
ね
る
中
で
、た
だ
そ
こ
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
自
ら

の
行
い
を
通
じ
て
道
に
か
な
う
べ
く
精
進
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
中
で
順
境
が
あ
り
、逆
境

が
あ
り
と
常
に
自
分
の
思
っ
た
通
り
に
も
の
ご
と
が

進
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
東
日
本
大
震
災
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
以
前
の
よ
う
な

日
常
生
活
が
戻
っ
て
き
た
か
に
思
え
る
今
日
こ
の
頃

で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の
実
、一度
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら

れ
た
歯
車
を
動
か
す
為
に
は
よ
り
大
き
な
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、

最
も
大
切
な
原
動
力
は〝
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
〟で

あ
る
こ
と
、そ
れ
は
私
が
宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会
で

の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
学
び
で
あ

り
、や
が
て
自
身
の
信
念
と
も
い
え
る
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

　
前
期
千
田
会
長
の
も
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
休
止
さ

れ
て
い
た
活
動
の
全
て
を
再
開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の一方
、会
員
が
減
少
し
て
い
く
中
で
従
来
通
り
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
た
二
十
八
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、言
う
ま
で
も
な
く
、仏
縁
に
恵
ま
れ
た

こ
と
で
僧
侶
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
勝
縁
を
活
か
す

か
ど
う
か
は
各
々
の
行
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。ま
ず
こ

の
す
ば
ら
し
き
縁
に
感
謝
し
、そ
こ
か
ら「
僧
侶
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
。青
年
僧
侶
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
は
何
か
。」に
つ
い
て
参
究
し
、同
じ
時
を
歩
む
正
会

員・賛
助
会
員・特
別
会
員
の
皆
様
と
互
い
に
学
び
研

鑚
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
道
場
と
し
て
の
青
年
会
、そ

れ
こ
そ
が
私
の
目
指
す
宮
曹
青
で
す
。会
員一人一人

が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、失
敗
を
恐
れ
ず
自
由
闊
達

に
交
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
参

る
所
存
で
す
。

　
第
二
十
九
期
で
は
以
下
の
通
り
、従
来
の
活
動
を

踏
襲
し
つ
つ
も
時
宜
に
即
し
た
企
画
目
標
の
設
定
、更

に
は
三
十
期
に
迎
え
る
宮
曹
青
六
十
周
年
事
業
、宮

城
大
会
を
見
据
え
た
体
制
基
盤
作
り
を
盛
り
込
ん
だ

事
業
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　
伝
統
の
あ
る
宮
曹
青
会
⾧
の
責
務
は
重
大
で
あ
り

ま
す
が
、こ
の
尊
い
ご
縁
と
、諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継

い
だ
想
い
を
胸
に
、一歩一歩
、皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。末
筆
と
な
り
ま
す
が
、御
寺
院

様
、会
員
の
皆
様
、並
び
に
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、当
会
へ
の
益
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会　
　
長	

牧
野
　
隆
信	

高
林
寺

副
会
長	

我
妻
　
俊
道	

江
巖
寺

副
会
長	

三
宅
　
大
哲	

照
源
寺

副
会
長	

佐
藤
　
泰
澄	

松
岩
寺

監　
　
事	

都
築
　
達
明	

鉤
取
寺

監　
　
事	

佐
藤
　
邦
彦	

龍
雲
寺

監　
　
事	

小
石
川
一
幸	

安
養
寺

研
修
委
員
長	

桑
原
　
賢
龍	

大
蓮
寺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長	

伊
藤
　
大
輝	

光
明
寺

交
流
事
業
委
員
長	

伊
串
　
光
仙	

玄
光
庵

広
報
編
集
委
員
長	

川
合
　
恭
永	

柳
澤
寺

特
設
委
員
長	

岩
井
　
太
秀	

宗
禅
寺

研
修
副
委
員
長	

後
藤
　
隆
弘	

全
慶
寺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
副
委
員
長	

赤
間
　
良
器	

龍
角
寺

交
流
事
業
副
委
員
長	

大
枝
　
徳
権	

願
成
寺

広
報
編
集
副
委
員
長	

小
林
　
信
眼	

徳
本
寺

特
設
副
委
員
長	

阿
部
　
真
龍	

光
壽
院

事
務
局
長	

三
田
村
孝
成	

真
證
寺

庶　
　
務	

小
野
寺
太
彦	

観
音
寺

　
仝	

小
林
　
宗
明	

見
松
寺

会　
　
計	

計
良
　
弘
輝	

秀
林
寺

　
仝	

葦
名
　
雄
徳	

妙
心
院

顧　
　
問	

千
田
　
祥
幹	

洞
雲
寺

●
全
国
曹
洞
宗
青
年
会

副　
会　
長　
宮
本
　
貴
心　
石
雲
寺

広
報
委
員
会　
仙
石
　
鳳
順　
湯
船
寺

●
東
北
地
区
曹
洞
宗
青
年
会

　
連
絡
協
議
会

常
任
幹
事　
　
牧
野
　
隆
信　
高
林
寺

幹　
事　
　
　
我
妻
　
俊
道　
江
巖
寺

　
仝　
　
　
　
佐
藤
　
泰
澄　
松
岩
寺

（
地
協
監
事
）
三
田
村
孝
成　
真
證
寺

●
教
区
理
事
紹
介

第
１
教
区	

中
澤
　
慧
乘	

善
徳
寺

第
２
教
区	

澁
谷
　
祐
輝	

金
勝
寺

第
３
教
区	

村
上
　
孝
宗	

玉
川
寺

第
４
教
区	

田
村
　
顕
裕	

吉
祥
寺

第
５
教
区	

大
川
原
啓
介	

徳
成
寺

第
６
教
区	

齋
藤
　
由
堂	

真
龍
院

第
７
教
区	

三
田
村
仁
道	

糟
川
寺

第
８
教
区	

大
友
　
泰
賢	

龍
川
寺

第
９
教
区	

青
木
　
崇
玄	

妙
傳
院

第
10
教
区	

宮
本
　
瑛
二	

東
光
寺

第
11
教
区	

米
谷
　
文
彬	

西
雲
寺

第
12
教
区	

畑
山
　
泰
賢	

満
照
寺

第
13
教
区	

石
山
　
宗
彦	

渓
秀
院

第
14
教
区	

大
崎
　
真
人	

冷
松
寺

第
15
教
区	

橘
　
　
智
大	

大
徳
寺

第
16
教
区	

片
山
　
宏
洋	

地
福
寺

第
17
教
区	

佐
藤
　
法
隆	

龍
昌
寺

第
18
教
区	

菅
原
　
大
樹	

観
音
寺

第
19
教
区	

岩
渕
　
義
慶	

常
因
寺

第
20
教
区	

藤
原
　
俊
洋	

洞
雲
寺

第
21
教
区	

時
　
　
泰
広	

満
興
寺

第 2 9 期  新 役 員 一 覧

会
長
挨
拶

「
随
縁
」

「
随
縁
」〜
和
合
の
み
教
え
の
も
と
〜

〜
和
合
の
み
教
え
の
も
と
〜

第第
2929
期
会
長

期
会
長  

高
林
寺

高
林
寺  

住
職
住
職
　　
牧牧  

野野  

隆隆  

信信
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令和６年度宮城県曹洞宗青年会事業報告

月　日 事　　　項 場　　　所 備　考
令和6年

4月1日
4月17日
4月23日
5月9日
6月5日
6月13日

6月17～20日
6月30日
7月20日
7月28日
8月15日
9月5～6日

9月13日
9月29日
10月９日

10月20日

10月22日
11月10日
11月16日
11月17日
11月25日

11月28～29日
12月6日

12月9～10日
12月23日

令和7年
2月10日
2月17日
2月28日
5～7日
11日
13日
14日

第１回役員会・理事会
定例総会
宗務所婦人会総会
宗務所寺族会40周年記念式典・総会
宗務所共催ソフトボール大会
第２回役員会・理事会
能登半島地震支援活動
サンタピアップみやぎボランティア会総会・研修会
第１回研修会
傾聴行茶活動「仏一息」
終戦行持「戦災慰霊供養・平和祈念の鐘」
カンボジア教育支援チャリティバザー

曹洞宗福島県青年会主催「傾聴研修会」
慧日寺「禅縁日」（サンタピブース設置）
梅花流県奉詠大会
（宗務所要請にて広報編集委員会による撮影・
サンタピブース設置）
ふうどばんく東北AGAIN主催「みんなのマルシェ」
（サンタピブース設置）
第3回役員会・理事会
「法燈和む会」（サンタピブース設置）
「広げたいアジア子ども支援の輪」（サンタピブース設置）
「オータムフェア」（サンタピブース設置）
サンタピカレンダー組立作務
滴禅会講伝
第４回役員会・理事会
カンボジアフェア（サンタピブース設置）
年次総会・忘年会

会員大会
ハガキリサイクルキャンペーン
SVAスタッフ八木沢克昌氏お別れ会
移動研修会
東日本大震災慰霊行脚
第５回役員会・理事会
カンボジアフェア

鉤取寺
中央清月記
宗務所
アーリー迎賓館（仙台市）
仙台市海岸公園野球場
鉤取寺
輪島市・能登町・珠洲市
江巖寺
瑞巌寺（松島町）
志津川中央復興住宅
県内御寺院
美里町トレーニングセンター

郡山ビューホテル（福島県）
福島県
マルホンまきあーとテラス（石巻市）

ブランチ仙台（仙台市）

鉤取寺
大慈寺
江陽グランドホテル
フローラ（村田町）
江巖寺
洞雲寺・ホテルニュー水戸屋
鉤取寺
セルバ（仙台市）
中央清月記

ホテルグランテラス・ボウルサンシャイン
江巖寺
東京グランドホテル
九州方面
石巻市大川地区
鉤取寺
藤崎（仙台市）

58名参加
1名参加
1名参加
223名参加

4名参加
サンタピアップ関係
52名参加
11名参加

前日73名参加
当日70名参加
3名参加
サンタピアップ関係
2名参加
サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係
サンタピアップ関係
サンタピアップ関係
サンタピアップ関係
26名参加

サンタピアップ関係
52名参加

のべ98名参加
サンタピアップ関係
サンタピアップ関係
26名参加
15名参加

サンタピアップ関係

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
令和6年

6月4日
9月29日
11月19日

令和7年
2月25日

定例幹事会
常任幹事会
東北地方集会「山形大会」

常任幹事会

ホテルニューカリーナ（岩手県）
山形県
ホテルメトロポリタン・山形テルサ（山形県）

岩手県

3名参加
1名参加
27名参加

2名参加

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　考
令和6年

5月23日
5月24日
7月8日

11月21日

50周年記念式典
記念講演・定期総会
災害復興支援活動東北管区研修会
臨時評議員会・臨時総会・創立50周年記念事業
両大本山報恩拝登

東京グランドホテル
東京グランドホテル
見松寺

永平寺

7名参加
7名参加
33名参加

4名参加

※三役会・各委員会・事務局会は適宜開催

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

●全国曹洞宗青年会（全曹青）



項　目 本年度予算 本年度決算 比較増減 備　　　　　考

Ⅰ会費収入 3,235,000 3,135,000 ▲ 100,000
1.正会員 1,770,000 1,610,000 ▲ 160,000 10,000円×161名
2.賛助会員 785,000 825,000 40,000 5,000円×165名
3.特別会員 680,000 700,000 20,000 10,000円×68団体 過年度分振込含む

Ⅱ助成金 300,000 300,000 0 宗務所より
Ⅲ雑収入 6,787 160 ▲ 6,627 利子
Ⅳ繰越金 1,658,213 1,658,213 0 前年度より
合　　計 5,200,000 5,093,373 ▲ 106,627

項　　　　目 本年度予算 本年度決算 比較増減 備　　　　　考

Ⅰ．会議費 250,000 225,000 ▲ 25,000
1.総会費 100,000 100,000 0 定例総会・年次総会
2.理事会費 25,000 25,000 0 会場費　５回
3.役員会費 25,000 25,000 0 会場費　５回
4.委員会費 100,000 75,000 ▲ 25,000 ４委員会・事務局会開催費

Ⅱ．事務費 1,500,000 798,669 ▲ 701,331
1.消耗品費 300,000 16,411 ▲ 283,589 事務用品、用紙代等
2.通　信　費 650,000 388,458 ▲ 261,542 郵送料、振込手数料、ＨＰ管理費、ZOOM使用料

3.印　刷　費 150,000 62,700 ▲ 87,300 封筒印刷等
4.備　品　費 150,000 120,000 ▲ 30,000 事務機使用料等
5.慶　弔　費 50,000 11,100 ▲ 38,900 慶弔電報
6.事務諸費 200,000 200,000 0 事務局・庶務・会計事務費補助

Ⅲ．事業費 2,000,000 1,673,637 ▲ 326,363
1.研修委員会 250,000 241,620 ▲ 8,380 研修会１回・移動研修会
2.ボランティア委員会 250,000 171,981 ▲ 78,019 チャリティバザー
3.広報編集委員会 600,000 550,000 ▲ 50,000 『無聖』89・90号発行
4.交流事業委員会 250,000 225,036 ▲ 24,964 ソフトボール大会・会員大会　
5.教化費 200,000 100,000 ▲ 100,000 滴禅会参加費補助
6.事業諸費 450,000 385,000 ▲ 65,000 旅費補助
7.会員名簿作成費 0 0 0 第28期会員名簿作成費

Ⅳ．負担金 300,000 237,000 ▲ 79,000 全曹青・地協会費、ストックヤード維持費
Ⅴ．予備費 550,000 0 ▲ 550,000
Ⅵ．雑　費 250,000 94,322 ▲ 114,746 渉外活動費、各会議茶菓等
Ⅶ．繰出金 350,000 350,000 0
ボランティア基金 0 0 0
特別事業準備金 350,000 350,000 0 特別事業準備金へ繰出し
復興支援活動金 0 0 0
合　　計 5,200,000 3,403,560 ▲ 1,796,440

自 令和6年4月1日　　至 令和7年3月31日

■特別会計決算書
　● ボランティア基金　1,659,364円
　● 特別事業準備金　　3,462,289円
　● 復興支援活動金　　1,165,366円

【監査報告】令和7年4月2日、１教区鉤取寺様において監査を行い
　　　　　　令和6年度一般会計が適正に執行され、正確であることを確認いたしました。
　　　　　　監事　小枝　誠智　㊞　　　八巻　英成　㊞　　　酒井　禅悦　㊞

総 収 入　　5,093,373円
総 支 出　　3,403,560円
差  　引　　1,689,813円

●収入の部

●支出の部

令和6年度の決算書を上記の通り提出致します。
令和7年4月17日　会長　千田　祥幹　㊞

無聖　91号〈4〉

令和6年度 収支決算報告



〈5〉無聖　91号

令和7年度　事業計画

月　日 事　　　項 場　　　所 備　　　考
令和7年

4月 2日
4月17日
6月 5日
6月16日
6月29日
7月9日
8月予定
9月10日
11日

10月上旬
11月中旬
12月上旬
12月上旬
12月中旬

令和8年
1月下旬
2月上旬
2月下旬
3月11日
3月中旬
3月予定

理事会①
定例総会　(合同委員会)
ソフトボール大会
理事会②
サンタピアップみやぎボランティア会定例総会
第1回研修会
「無聖」91号発行
カンボジア教育支援チャリティバザー

理事会③
第2回研修会
理事会④
カンボジアフェア
忘年会

カンボジアフェア
会員大会
ハガキリサイクルキャンペーン
慰霊行脚
理事会⑤
「無聖」92号発行

鉤取寺
ホテルニュー水戸屋
仙台市海岸公園野球場
東禅院
江巖寺
岩手県　正法寺

気仙沼市　鹿折ふれあいセンター

未定
未定
未定
セルバ
未定

藤崎
未定
未定
石巻市 大川地区
未定

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

サンタピアップ関係

月　日 事　　　項 場　　　所
令和7年

6月2日
11月19日

常任幹事会・定例幹事会
東北地方集会「福島大会」

福島県福島市
福島県 郡山ビューホテルアネックス

月　日 事　　　項 場　　　所
令和7年

5月26日
5月29、30日

花まつり　千僧法要
中央研修会・評議員会・総会　　

奈良県　東大寺
大本山總持寺

●宮城県曹洞宗青年会

●東北地区曹洞宗青年会連絡協議会（地協）

●全国曹洞宗青年会(全曹青)

※復興関連事業は被災地の事情等を考慮し適宜開催
※役員会・各委員会・事務局会は適宜開催



無聖　91号〈6〉

令和7年度 予算書
自 令和7年4月1日　　至 令和8年3月31日

項　目 6年度予算 7年度予算 比較増減 備　　考

Ⅰ会費収入 3,235,000 3,060,000 ▲ 175,000
1.正会員 1,770,000 1,500,000 ▲ 270,000 10,000円×150名
2.賛助会員 785,000 860,000 75,000 5,000円×172名
3.特別会員 680,000 700,000 20,000 10,000円×70団体

Ⅱ助成金 300,000 300,000 0 宗務所より
Ⅲ雑収入 6,787 10,187 3,400 利息等
Ⅳ繰越金 1,658,213 1,689,813 31,600 前年度より
合　　計 5,200,000 5,060,000 ▲ 140,000

項　　　　目 6年度予算 7年度予算 比較増減 備　　考

Ⅰ．会議費 250,000 200,000 ▲ 50,000
1.総　会　費 100,000 50,000 ▲ 50,000 定例総会
2.理事会費 25,000 25,000 0 会場費
3.役員会費 25,000 25,000 0 会場費
4.委員会費 100,000 100,000 0 5委員会・事務局会開催費

Ⅱ．事務費 1,500,000 1,500,000 0
1.消耗品費 300,000 300,000 0 事務用品、用紙代
2.通　信　費 650,000 650,000 0 郵送料、振込手数料、電話料、ＨＰ管理費等
3.印　刷　費 150,000 150,000 0 封筒印刷、プリンタインク代補助等
4.備　品　費 150,000 150,000 0 事務機使用料等
5.慶　弔　費 50,000 50,000 0 慶弔電報等
6.事務諸費 200,000 200,000 0 事務局・庶務・会計事務費補助等

Ⅲ．事業費 2,000,000 2,400,000 400,000
1.研修委員会 250,000 250,000 0 研修会×2回 
2.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会 250,000 250,000 0 チャリティバザー 
3.広報編集委員会 600,000 600,000 0 『無聖』91・92号発行　 　
4.交流事業委員会 250,000 250,000 0 ソフトボール大会・会員大会
5.特設委員会 50,000 50,000 会議費
6.教化費 200,000 100,000 ▲ 100,000 会員大会時助成等
7.事 業 諸 費 450,000 450,000 0 旅費補助（全曹青・地協等）
8.会員名簿作成費 0 450,000 450,000

Ⅳ．負担金 300,000 300,000 0 全曹青・地協会費・ストックヤード維持費
Ⅴ．予備費 550,000 360,000 ▲ 190,000
Ⅵ．雑費 250,000 200,000 ▲ 50,000 渉外活動費、各会議茶菓等
Ⅶ．繰出金 350,000 100,000 ▲ 250,000
ボランティア基金 0 0 0
特別事業準備金 350,000 100,000 ▲ 250,000
復興支援活動金 0 0 0
宮城大会準備金 0 0
合　　計 5,200,000 5,060,000 ▲ 140,000

■特別会計予算書
　● ボランティア基金      1,659,364円
　● 特別事業準備金         2,462,289円
　● 復興支援活動金         1,165,366円
　● 宮城大会準備金         1,000,000円

総 収 入　　5,060,000円
総 支 出　　5,060,000円
差  　引　　　　　    0円

●収入の部

●支出の部

令和7年度の一般会計並びに特別会計予算書を上記の通り提出いたします。
令和7年4月17日　会長　牧　野　隆　信　㊞
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〈7〉無聖　91号

　

令
和
七
年
六
月
五
日
、令
和
七
年
度
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、お
忙
し
い
中
た
く
さ
ん

の
特
別
会
員
様
は
じ
め
、二
百
名
を
超
え
る
会
員

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
中
止
と
な
っ
て

い
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
５
年
ぶ
り
に
再
開
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
決
勝
に
残
れ
な
か
っ

た
チ
ー
ム
に
も
大
会
の
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
決
定
戦
」を
設
け
た

の
も
新
た
な
試
み
で
し
た
。

　
大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
例
年
以
上
の
暑
さ

の
中
、熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今
期
ス
ロ
ー
ガ
ン『
随
縁
』の
も
と
、教
区
、寺

院
、企
業
の
垣
根
を
越
え
て
会
員
皆
様
に
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
関
す
る
説
明
不
足
等
、

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
部
分
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、今
大
会
を
教
訓
と
し
ま
し
て
、今
後
の
大
会

運
営
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、企
画・運
営
等
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
、ま
た
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
会
員
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、

大
会
の
無
事
圓
成
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
交
流
事
業
委
員
長　
伊
串
光
仙
）

令
和
七
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

令
和
七
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

去
る
六
月
二
十
九
日(

日)

午
後
三
時
よ

り
江
巖
寺
様（
仙
台
市
青
葉
区
）を
会
場

に
、令
和
七
年
度
定
例
総
会
並
び
に
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
三
十
名
の

方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
、定
例
総
会
で
は
、前
年
度
の
活
動

報
告
お
よ
び
会
計
報
告
、今
年
度
の
活
動
計

画
や
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
、す
べ
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
、研
修
会
で
は
、SV

A

（
公
社
）

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
山
本

英
里
氏
、村
松
清
玄
氏
の
お
二
人
を
講
師
に

お
招
き
し
、「
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
歩
み
と
平
和
へ

の
取
り
組
み
〜
複
雑
化
す
る
支
援
現
場
〜
」

に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
、最
新
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
情
勢
と
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
詳
し
く

聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
老
師
方
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
で
確
か
に
息
づ
い
て
い
る

教
育
支
援
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、今
後
の
活
動
を
考
え
る
上
で
も
大
変

参
考
と
な
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。



　
第
二
十
九
期
の
広
報
編
集
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
名
簿
や
無
聖
作
成
に
あ
た
り
編
集
の
確
認
や
撮
影
協
力
な
ど
、

早
速
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
期
は
、
前
期
に
開
設
し
た
イ
ン
ス
タ
等
のSN

S

に
注
力
し
、
今

第
二
十
九
回
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
◎
日
時
：
令
和
七
年
九
月
十
一
日
（
水
）
午
後
一
時
よ
り
販
売

　
◎
場
所
：
宮
城
県
気
仙
沼
市
中
み
な
と
町
五
番
十
二
号

　
　
　
　
　
鹿
折
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
鹿
折
公
民
館
）

　
本
年
も
皆
様
の
ご
参
加
と
物
品
提
供
、
並
び
に
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

環境に優しい大豆油インキを
使用しています。 ホームページはこちら 宮曹青 検索

編 

集 

後 

記

一

教

区　
　
　
皎
林
寺　
徒
弟　
石
　
龍
　
成
　
巳

二

教

区　
　
　
大
林
寺　
副
住　
田
　
村
　
順
　
成

七

教

区　
　
　
威
徳
寺　
徒
弟　
児
　
玉
　
泰
　
成

十

教

区　
　
　
龍
昌
寺　
副
住　
北
　
川
　
昌
　
征

十
四
教
区　
　
　
保
昌
寺　
徒
弟　
沼
　
田
　
凌
　
成

十
六
教
区　
　
　
少
林
寺　
徒
弟　
千
　
葉
　
隆
　
平

十
六
教
区　
　
　
清
凉
院　
徒
弟　
三
　
浦
　
正
　
道

十
六
教
区　
　
　
洪
龍
寺　
住
職　
木
　
村
　
孝
　
秀

二
十
一
教
区　
　
　
同
慶
寺　
徒
弟　
石
　
川
　
永
　
観

二

教

区　
　
　
國
分
尼
寺
住
職　
小
　
枝
　
誠
　
智

七

教

区　
　
　
玉
昌
寺　
副
住　
千
　
葉
　
照
　
彦

十

教

区　
　
　
興
安
寺　
住
職　
熊
　
本
　
淳
　
法

十
二
教
区　
　
　
龍
澤
寺　
住
職　
山
　
脇
　
真
　
瑞

十
三
教
区　
　
　
金
蔵
寺　
副
住　
渡
　
辺
　
伸
　
彦

十
四
教
区　
　
　
宗
恵
寺　
副
住　
長
　
尾
　
靖
　
樹

十
四
教
区　
　
　
大
慈
寺　
住
職　
髙
　
橋
　
信
　
弘

十
四
教
区　
　
　
東
陽
寺　
副
住　
湖
　
　
　
孝
　
徳

十
五
教
区　
　
　
大
雄
寺　
徒
弟　
坂
　
部
　
秀
　
充

十
五
教
区　
　
　
福
田
寺　
住
職　
橘
　
　
　
勇
　
貴

十
六
教
区　
　
　
寶
鏡
寺　
副
住　
菊
　
地
　
龍
　
範

十
六
教
区　
　
　
清
泉
寺　
副
住　
丸
　
谷
　
泰
　
元

十
七
教
区　
　
　
普
門
寺　
副
住　
髙
　
橋
　
悦
　
堂

十
九
教
区　
　
　
長
徳
寺　
徒
弟　
佐
　
藤
　
大
　
仙

新
入
会
員
紹
介
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介
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無 聖 第91号（令和7年8月25日発行）
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表紙写真 令和7年度
第1回研修会の様子

　

去
る
令
和
七
年
四
月
十
七
日
（
木
）
「
令
和
七
年
度
定
例
総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
よ
り
定
足
数
が
確
認
さ
れ
、

計
六
十
四
名
に
よ
り
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
進
行
の
も
と
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全
て
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
途
中
休
憩
を
は
さ
み
、
二
十
八
期
と
二
十
九
期
が
交
代
し
て
の

会
議
運
営
が
な
さ
れ
、
本
年
度
の
定
例
総
会
が
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
随
縁
～
和
合
の
み
教
え
の
も
と
～
」

を
掲
げ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
皆
さ
ま
と
共
に
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
研
修
会
の
テ
ー
マ
「
衆
縁
」
の
も
と
、
僧
堂
生
活
の
実
践
、
初

心
に
立
ち
返
る
こ
と
を
目
的
に
、
正
法
寺
専
門
僧
堂
で
の
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
拝
登
諷
経
、
諸
堂
拝
観
、
坐
禅
、
さ
ら
に
は
盛
田

令
和
七
年
度
定
例
総
会
報
告

令
和
七
年
度
定
例
総
会
報
告

第
一
回
研
修
会

第
一
回
研
修
会

後
を
見
据
え
て
運
営
・
発
信
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
無
聖
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
写
真
も

多
数
投
稿
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

（
広
報
編
集
委
員
長　
川
合
恭
永
）

今
後
の
予
定

令
和
七
年
七
月
九
日
（
水
）

令
和
七
年
七
月
九
日
（
水
）

正
孝
堂
長
老
師
よ
り
今
回
の

研
修
会
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
他
者
や
環
境
の
中
で
自

分
の
存
在
や
行
動
が
成
り
立

ち
、
そ
れ
を
自
覚
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
は
回
廊
か
ら
本
堂
に

到
る
ま
で
会
員
総
出
で
報
恩

の
作
務
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
無
事
に
研
修
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
桑
原
賢
龍
）

無聖　91号〈8〉


